
平成２９年１２月１５日 

 

川西市議会議長 

    西 山 博 大  様 

 

                            建設公企常任委員長     

                               秋 田 修 一  

 

委 員 会 報 告 書 

 

 本委員会に付託の事件は、審査の結果、別紙のとおり決定したので、会議規則第１０１条

の規定により報告します。 
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別紙 

建設公企常任委員会における審査の経過と結果について（審査日：平成２９年１２月１１

日） 

 

１．議案第８２号 平成２９年度川西市中央北地区土地区画整理事業特別会計補正予算（第

２回） 

 

２．議案第８３号 平成２９年度川西市水道事業会計補正予算（第１回） 

議案の概要   

区画道路整備等の工事について、事業完了が翌年度になると見込まれるため、繰越明許

費の設定を行おうとするもの 

質疑の概要  

 問 公共施設整備事業（道路等整備事業費）を平成３０年度までの２カ年で完了させる

とのことであるが、当該事業には火打滝山線、文化会館前線及び小花滝山線の３路線

は含まれるのか。 

 答 含まれる。ただし、平成３０年度新たに施工予定箇所としている火打滝山線及び文

化会館前線の一部は除く。 

 

特 記 事 項 なし 

審 査 結 果 原案可決（全員賛成） 

議案の概要   

期間を平成３０年度として、久代浄水場外電力供給契約に基づく電気料金、浄水処理に

係る薬品購入、量水器の修繕、量水器の購入について債務負担行為を設定するほか、期間

を平成３０年度から平成３２年度までとして、自家用電気工作物保安業務委託、久代浄水

場清掃業務委託、「かわにしの水道・下水道」印刷製本業務委託について債務負担行為を

設定しようとするもの。 

質疑の概要  

 問 「かわにしの水道・下水道」印刷製本業務委託について、債務負担行為を設定し期

間を３年間とするメリットのほか、費用面への影響について伺いたい。 

 答 今年度から市広報への折り込みを単独配布に変更したほか、１年契約で紙面の充実

を図ったところ、事業の認知度が高まったことをアンケート調査により確認したた

め、３年に見直すこととしたものである。これにより、さらなる広報誌の普及と事務

量の軽減が図られるものと見込んでいる。 



- 2 - 

 

 

３．議案第８４号 平成２９年度川西市下水道事業会計補正予算（第１回） 

 

 

   費用面については、今年度の実績業者から見積もりを徴したところ、３年でも単年

でも紙面単価は同額であり、消費税率改定による変更が見込まれる程度である。 

 

 問 量水器は毎年１万個程度購入しているが、使用状況について伺いたい。 

 答 量水器は計量法により８年に１回交換が必要であり、市内に約６万２０００個ある

量水器を計画的に交換すると毎年１万個程度を要する。このほかには、新築に伴う設

置等に使用している。 

 

 問 量水器購入に債務負担行為を設定する理由は何か。 

 答 量水器の交換は年何回かに分けて行い、年度で最初が５月上旬の連休明けである

が、これに間に合うよう発注するには、当年度中に契約手続を行う必要があるため、

このような形をとっている。 

 

特 記 事 項 なし 

審 査 結 果 原案可決（全員賛成） 

議案の概要   

期間を平成３０年度として、汚水ポンプ施設保守管理業務委託、水明台汚水中継ポンプ

場ほか電力供給契約に基づく電気料金について債務負担行為を設定するほか、期間を平成

３０年度から平成３２年度までとして、自家用電気工作物保安業務委託、「かわにしの水

道・下水道」印刷製本業務委託について債務負担行為を設定しようとするもの。 

質疑の概要 なし 

特 記 事 項 なし 

審 査 結 果 原案可決（全員賛成） 


